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対　象　者　① 令和３年４月～８月のいずれかの月の事業収入が前年若しくは前々年と比較して 20％以上減収
　　　　　　　 となった事業者（個人事業者・法人の区分は問いません）

　　　　　　② 町民税の申告をしており、前年の事業収入が６０万円を超えること

　　　　　　③ 申請時において事業を行っており、今後も継続して事業を行うこと

対象外業種　農林水産業、土木・建築・設備業、指定管理事業者

支　給　額　基  本  額　　　15万円
　　　　　　従業員割（令和 3年 4月～ 8月末日現在の常勤雇用職員実人数）
　　　　　　  1 名～   5 名      5 万円
　　　　　　  6 名～ 10名     10 万円
　　　　　　11名～ 15名    15 万円
                  16 名～ 20名　 50 万円
　　　　　　21名以上    　100 万円

申　請　先　商工会会員⇒小 清 水 町 商 工 会　☎62-2608
　　　　　　商工会非会員⇒役場産業課商工観光係　☎62-4481

申請期間　　令和３年１０月１日（金）～１１月３０日（火）

必要書類等　・前年の事業収入が６０万円を超えていることが確認できる書類（確定申告書の写しなど）
　　　　　　   ※前々年の事業収入と比較する場合は、前々年の事業収入が確認できる書類
                     （確定申告書の写しなど）も必要です。

　　　　　　・減収となったことが確認できる書類（売上帳簿など）

　　　　　　・常勤雇用職員がいることが確認できる書類（雇用保険関係書類、確定申告書の写しなど）

　　　　　　・支援金振込先の通帳・印鑑

　　　　　　※令和２年９月以降に新たに起業された事業者には、基本額のみ支給いたします。

　新型コロナウイルス感染拡大防止対策の長期化により、減収となった町内事業者を支援いたします。
　本年４月～８月の５カ月のうち、いずれかの月が前年若しくは前々年同月の事業収入と比較して２０％以上減収と
なった事業者を対象に、基本額 15 万円と継続雇用支援として常勤雇用従業員数により５万円～１００万円、最大
合計１１５万円を支給いたします。

『小清水町出産祝金支給事業』

①お姉ちゃんとお兄ちゃんから一文字ずつもらい、

　親しみやすいように名付けました。

②元気にたくましく育ってほしいです。

③健康で充実した毎日を送ってほしいです。

工藤 元樹さん（父）・佳織さん（母）・瑛士くん（男の子）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南町２丁目（８区北）

えいと

①たくさんの人に愛されるよう、

　親しみやすく呼びやすいように名付けました。

②元気いっぱいで、優しく思いやりのある子になってほし

い　です。

③何事も諦めずに挑戦し、やり遂げる人になれーーー！

①た

親

②元

い

③何

矢吹 優斗さん（父）・時折さん（母）・真絃くん（男の子）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　南町２丁目（８区北）

ま　お

役場保健福祉課福祉係　  　　　　　　　　　　　　　　　　☎（６２）４４７３お問い合わせ先 小清水町商工会　　　　☎（６２）２６０８
役場産業課商工観光係 ☎（６２）４４８１

お問い合わせ先

事業』事業』

①お子さんの名前の由来を教えて
　ください
②どんな子に育ってほしいですか？
③将来、お子さんに望むことは何
　ですか？

町内経済活性化事業

新型 ナウイル 感染拡大防止対策 長期化により 減収とな た町内事業者を支援 たします

個人事業者等支援事業

町では、新型コロナウイルス対策町内経済活性化事業の第４弾として、１０月１５日現在の町民の皆さんを対象に
一人５千円分の商品券を交付します。この商品券は、取り扱いステッカーの掲示のある町内のお店で令和４年１
月３１日まで使用できます。遠出をせず、町内でお買い物をして、町民みんなで商店を支えていきましょう。

コロナウイルスに負けない！

対　象　者　令和３年１０月１５日現在の小清水町民

交付商品券　一人あたり　５００円券×１０枚＝５,０００円

　　　　　　（おつりは出ません。）

                  世帯全員分を世帯主宛に送付します。

小清水町商工会  ☎（６２）２６０８お問い合わせ先発送予定日 令和３年１０月１８日

※常勤雇用職員　雇用保険加入者、

   専従者など（パート、アルバイトは除く）

まちをあげて、町内の新たな命の誕生をお祝いする「小清水

町出産祝金支給事業」。

生後１００日を経過したお子さんに、出産祝金をお渡ししました。

町では、これからも新たな命の誕生をお祝いし、子どもの健や

かな成長を願うとともに、安心して生み育てることができる子

育て環境の充実を図ります。


